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４
日
間
の
一
般
質
問
で

は
、
我
が
会
派
か
ら
は
８
名

が
登
壇
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
への
対
応
や
信
濃

美
術
館
の
名
称
変
更
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

9
月
18
日
に
会
派
で
行
っ

た
佐
久
地
域
の
災
害
復
旧
現

場
の
現
地
調
査
の
際
、
「
裏

山
の
土
砂
災
害
の
復
旧
工
事

で
も
保
安
林
は
県
が
行
う

が
、
流
末
に
つ
い
て
は
地
権

者
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
お

寺
の
所
有
地
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
苦
慮
し
て
い
る
」
と
の

地
元
住
民
の
声
を
受
け
て
、

中
川
博
司
議
員
（
松
本
市
・

東
筑
摩
郡
）
が
、
「
国
の
補

助
に
至
ら
な
い
市
町
村
の
小

規
模
な
災
害
対
応
に
つ
い

て
、
県
と
し
て
ど
の
様
に
対

応
し
て
い
る
か
」
と
建
設
部

長
に
答
弁
を
求
め
、
「
小
規

模
災
害
に
つ
い
て
は
、
単
独

災
害
復
旧
事
業
債
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
方
の
実
質
負

担
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
県
と
し
て
は
必
要
に

応
じ
て
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
、支
援
を
行
って
い
る
」と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
25
日
に
調
査

を
行
っ
た
県
立
歴
史
館
の
現

状
に
対
し
、
望
月
義
寿
議
員

（
長
野
市
・
上
水
内
郡
）
か

ら
「
公
文
書
管
理
を
担
う
県

立
歴
史
館
の
担
当
職
員
０・

５
人
と
い
う
体
制
は
不
十
分

で
あ
り
、
適
切
な
管
理
・
運

営
・
保
存
・
活
用
の
た
め
増

員
す
べ
き
で
は
」
と
教
育
長

に
質
問
し
「
公
文
書
管
理
条

例
施
行
に
向
け
て
歴
史
公
文

書
と
す
べ
き
公
文
書
の
基
準

等
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
中

で
、
歴
史
館
が
担
う
業
務
量

を
見
極
め
な
が
ら
、
適
切
な

職
員
の
配
置
を
検
討
し
て
い

く
」
と
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
定
例
会
に
提
案

さ
れ
た
大
北
森
林
組
合
へ
の

損
害
賠
償
金
の
減
額
調
停
案

に
つ
い
て
、
髙
島
陽
子
議
員

（
長
野
市
・
上
水
内
郡
）
か

ら
は
「
損
害
賠
償
金
の
減
額

が
補
助
金
返
還
金
に
影
響
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

当
初
計
画
ど
お
り
に
確
実
に

全
額
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
」
と
県
の
見
解
を
林

務
部
長
に
求
め
、
「
令
和
３

年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
５

年
間
の
事
業
経
営
計
画
を
今

年
度
中
に
立
て
る
こ
と
と
な

り
、
組
合
と
県
で
別
途
協
議

し
た
上
で
、
賠
償
金
の
納
付

期
限
の
時
期
を
こ
の
年
度
内

に
定
め
る
予
定
」
と
の
答
弁

を
得
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
県
に
届
け
、

訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
声
を
県
政
へ

議
し
、
継
続
審
査
の
決
算
認

定
を
除
き
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
年
度

の
一
般
会
計
予
算
総
額
が
１

兆
１
２
１
１
億
円
と
な
り
、

１
９
９
５
年
の
１
兆
１
９
８

６
億
円
に
次
ぐ
大
型
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
長
野
県
脱

炭
素
社
会
づ
く
り
条
例
案
」

な
ど
議
員
提
出
８
議
案
、
委

員
会
提
出
２
議
案
を
可
決
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
自
民
党

県
議
団
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
尖
閣
諸
島
の
有
効
な
支
配

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」

に
対
し
、
会
派
を
代
表
し
て

小
林
東
一
郎
議
員
（
中
野

市
・
下
高
井
郡
）
が
「
意
見

書
の
願
意
実
現
に
よ
り
、
日

中
間
の
緊
張
が
更
に
高
ま

り
、
中
国
政
府
の
出
方
次
第

で
は
有
事
に
発
展
す
る
事
も

懸
念
さ
れ
る
」
ま
た
「
沖
縄

県
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
の
内

容
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
」等
の
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、議

長
を
除
く
全
議
員
で
行
っ
た

記
名
投
票
で
は
、
我
が
会
派

全
員
が
反
対
し
ま
し
た
が
一

票
差
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
定
例
県
議

会
は
、
9
月
24
日

か
ら
10
月
9
日
ま

で
の
16
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
や
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を

進
め
る
た
め
の
取

組
を
盛
り
込
ん
だ

総
額
７
９
５
億
９

０
０
１
万
９
千
円

の
一
般
会
計
補
正

予
算
案
や
人
事
案

件
な
ど
知
事
提
出

25
議
案
と
専
決
処

分
報
告
12
件
を
審

９月定例
県 議 会

経
済
・
観
光
の
活
性
化
と
雇
用
対
策
に
注
力

経
済
・
観
光
の
活
性
化
と
雇
用
対
策
に
注
力

７
９
５
億
９
千
万
円
余
の
補
正
予
算
な
ど
可
決

７
９
５
億
９
千
万
円
余
の
補
正
予
算
な
ど
可
決

補正予算のポイント

【新型コロナウイルス感染症への対
応】 501億1万円
〇検査・医療提供体制等の更なる強化
〇信州観光の活性化
○県内経済の再生・雇用対策の充実
○人や企業の「信州回帰」の促進
○情報発信の強化

【災害からの復旧・復興】 343億6116万円
○令和2年7月豪雨災害への対応
○令和元年東日本台風災害への対応

【「2050ゼロカーボン」の実現に向
けた取組の推進】 942万7千円

　

会
派
で
は
９
月
18
日
、
佐

久
方
面
を
訪
れ
、
昨
年
の
台

風
第
19
号
災
害
関
連
の
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
佐

久
建
設
事
務
所
か
ら
は
、
県

内
で
も
最
大
の
被
害
を
出
し

た
佐
久
地
域
の
河
川
・
道

路
・
砂
防
の
被
災
状
況
、
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
、
ま
た
、
安
全
か
つ
円

滑
な
災
害
復
旧
工
事
の
実
施

に
向
け
た
調
整
、
資
器
材
の

安
定
的
な
調
達
体
制
確
保
に

向
け
た
取
組
な
ど
災
害
復
旧

工
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
説

明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　

佐
久
地
域
振
興
局
か
ら

は
、
保
安
林
内
の
強
風
と
豪

雨
に
よ
る
倒
木
、
表
層
崩
壊

の
生
々
し
い
現
場
に
お
い

て
、
山
地
・
林
道
の
災
害
と

災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に

よ
る
復
旧
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
被
災
時
に
避
難
等
を
し

た
斜
面
下
方
の
地
域
の
住
民

の
皆
さ
ん
と
わ
ず
か
な
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
意
見
交

換
を
し
、
切
実
な
現
状
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
25
日
に
は
千

曲
市
に
あ
る
県
立
歴

史
館
を
訪
れ
、
県
の

公
文
書
の
管
理
に
係

る
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
県
立

歴
史
館
は
県
の
行
政

文
書
類
に
つ
い
て
県

民
共
有
の
財
産
と
し

て
残
し
、
公
開
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
公
文
書
館
機
能

を
有
し
て
い
ま
す

が
、
行
政
文
書
の
収

集
、保
存
、公
開
・
非

公
開
の
判
定
等
を
担

当
す
る
正
規
職
員
は

0
・
5
人
程
度
の
状

況
で
あ
り
、
文
書
庫
の
現
況

等
と
合
わ
せ
て
多
く
の
課
題

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

会
派
現
地
調
査

会
派
現
地
調
査

▽
11
月
26
日　

開
会

▽
12
月
１
日
〜
４
日

　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

▽
７
日
〜
10
日

　
　
　
　
　
　

委
員
会
審
議

▽
11
日　
　
　

閉
会

11
月
定
例
会
日
程（
予
定
）


